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[目的]Pyrrolizidine アルカロイド類は、necine 塩基部位と necine 酸部位がエステル

結合した骨格を基本骨格とする構造を持つ。本アルカロイドは、日本で食用とさ

れている山菜や野草類にも含まれている一方で、 1 位 

2 位間に二重結合を有するものは肝毒性などの高い毒

性を示すことが知られている。そこで、その含有実態

調査に用いる分析用標準試薬の供給を目的に、本アル

カロイド類の短段階での不斉全合成を目指す事とした。

まず、Otonecine (1) を最初の合成目標とし、研究に着

手した。 

[方法・結果]既知の光学活性なラクトン 2 より 4 段階を経てエノン 3 を得た。

Hoveyda-Grubbs 触媒を用いた閉環メタセシス反応により 8 員環化合物 4 を得た

後、4 段階を経てアミン 5 を得た。現在 5 より 6 への変換を検討中であり、そ

の詳細も合わせて報告する。 
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